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ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２８号（2）

平成 26年
３月定例会

平成 26年度   定住促進と子育て支援・産業振興予算

３月定例会のあらまし３月定例会のあらまし
　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で

の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
日
の
本
会
議
初
日
は
、
古
川
健
治
村
長
が
新
年
度
予

算
を
「
定
住
促
進
と
子
育
て
支
援
・
産
業
振
興
予
算
」
と

位
置
付
け
、「
財
政
基
盤
の
維
持
と
公
正
で
透
明
性
の
高

い
行
政
運
営
を
基
本
」
と
し
な
が
ら
、
第
３
次
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
く
重
点
施
策
に
つ
い
て
表
明
。

　

本
定
例
会
に
は
、
26
年
度
の
８
会
計
の
当
初
予
算
を
は

じ
め
、
25
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
お
よ

び
一
部
改
正
な
ら
び
に
廃
止
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
な
ど
43
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
髙
橋
文
雄
議
員
が
登
壇
し
、

漁
業
振
興
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
厳
し
く
問
い
た
だ
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
こ
れ
か
ら
の
勤
労
青
年
教
育
の
あ
り
方

に
関
す
る
要
望
」、「
介
護
保
険
制
度
・
要
支
援
制
度
の
公

的
支
援
存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
」、

「
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳

情
」、「
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
、

低
空
飛
行
禁
止
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
資
料
配

布
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１３３億８０００万円の　　一般会計予算一般会計予算をを可決可決

８月から共用開始予定の給食センター８月から共用開始予定の給食センター

　本村の学校給食は、昭和５８年４月にスタートしました。
　建設して約３０年が経過し、老朽化が著しい既存の学校給食セ
ンターは、昨年度から尾駮レイクタウン北地区の南側に移転新築
工事を行い、建物はほぼ完成しました。
　今年度は、給食を作るための備品を整備し、今年の２学期から
は新しい施設での学校給食がスタートすることになっています。



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第２８号

平成 26年度   定住促進と子育て支援・産業振興予算平成 26年度   定住促進と子育て支援・産業振興予算

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
４
つ

の
特
別
会
計
な
ら
び
に
３
つ
公
営
企
業
会
計
合
わ
せ

て
１
８
１
億
４
０
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

44
億
８
０
０
０
万
円
、
19
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
３
億
８
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
に
対
し
、
43
億
８
０
０
０
万
円
、
24
・
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
全
体
の
約
55
％
を
占
め
る
村
税

で
、
総
額
は
73
億
９
０
０
０
万
円
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、

固
定
資
産
税
の
62
億
８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
に
は
、
小
中
学
生
の
多
様
な
教
育
環
境
へ

の
対
応
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
事
業
や
子
育
て

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
学
校
給
食
費
の
無
料
化
や
小

中
学
校
入
学
時
の
祝
金
支
給
な
ど
の
予
算
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
村
の
25
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
積
立
金
が
約

77
億
円
、
一
般
会
計
の
歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
の
借
入

金
が
58
億
３
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業

会
計
を
加
え
た
借
入
金
は
１
３
８
億
８
０
０
０
万
円
で
、

26
年
度
か
ら
は
年
間
約
10
億
円
の
償
還
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

平成 26年度各会計当初予算の状況
会　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　較

一　般　会　計 １３３億８０００万円 １７７億６０００万円 ▲４３億８０００万円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１１億７４０９万９千円 １１億９２１２万５千円 ▲１８０２万６千円

後期高齢者医療特別会計 ６９７３万５千円 ６５０２万６千円 ４７０万９千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

８９３９万６千円 ９２０４万７千円 ▲２６５万１千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

９億４４８６万２千円 ８億９６３２万８千円 ４８５３万４千円

水道事業会計 ５億１３６５万３千円 ５億９６５４万８千円 ▲８２８９万５千円

農業集落排水事業会計 １億４６７０万７千円 １億１２０４万３千円 ▲３４６６万４千円

下水道事業会計 １８億２６６４万９千円 ９億６２３２万１千円 ８億６４３２万８千円

合　　　計 １８１億４５１０万１千円 ２２６億２９９４万７千円 ▲４４億８４８４万６千円

当
初
予
算
の
内
容

１３３１３３億億８０００８０００万円の万円の　　一般会計予算　　 を可決

平成26年
３月定例会

各会計総額は約１８１億４０００万円各会計総額は約１８１億４０００万円
　　　　　　　　　　前年度比１９．８％減　　　　　　　　　　前年度比１９．８％減

※　尾駮レイクタウン北土地区画整理事業の完了に伴い、昨年度までの「定住促進特別会計」および「土地区
　画整理特別会計」は、26 年度から廃止になりました。
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議会だより 第２８号（4）

ク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プ

定住促進子育て支援の充実定住促進子育て支援の充実

　昨年度は、（仮称）総合医療福祉施設や尾

駮保育所、学校給食センターなどの大規模

建設工事が集中したことから、一般会計当

初予算額は約１７７億円となる大規模な予

算編成となったのに対し、今年度は昨年比

で約４４億円減の 133 億 8000 万円となりま

した。

　今年度は、本村への定住促進や子育て世

帯への手厚い支援など新しいサービスが開

始されました。

収入の内訳

支出の内訳



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第２８号

ク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プ

平成 26 年度の新規事業に注目平成 26 年度の新規事業に注目

子育て支援

　村内の小中学校の児童・生徒の保護者が負担
する給食費（１食あたり、小学校が 240 円、中
学校が 260 円）を村が補助し無料化にすること
で、保護者の経済的負担の軽減を図るもの。

学校給食費無料化事業
　　　　　　　予算額：約４３００万円

定 住 促 進

　村内の居住者が、村内の建築業者と契約した
場合に限り、住宅の新築をした場合は請負金額
の３％（限度額 100 万円で 40 歳未満の方はさ
らに 20 万円加算）、リフォームの場合は、請負
金額の 10％（限度額 20万円）を助成するもの。

住宅新築・リフォーム助成事業
　　　　　　　　　　予算額：３４００万円

教 育

　児童・生徒へのきめ細かな指導と意欲的に学
習に取り組める環境整備を図るため、南小学校
５・６年生および第二中学校の全学年を対象に、
タブレット端末を試験導入し、教育成果の検証
を行うもの。

タブレット端末購入事業
　　　　　　　　予算額：約２５００万円

　すでに導入されている南小学校を除く全小中
学校を対象に、児童・生徒の成長に合わせて高
さ調整が可能な机・椅子を導入し、教育環境の
向上を図るもの。

教育環境整備事業
　　　　　予算額：１９６０万円

　村への定住促進および少子高齢化対策に寄与
するため、村内の小中学校へ入学する児童・生
徒の保護者に入学祝金として５万円を支給し、
入学時の経済的負担の軽減を図るもの。

小中学校入学祝金給付事業
　　　　　　　予算額：約１１００万円

人 材 育 成

　村の人材育成を目的に、積極的に進学し勉学
に励む人を支援するため、就学した教育機関に
応じた奨励金を交付するもので、大学入学時に
10万円、高等学校・高等専門学校・短大などの
入学時に 5万円を支給するもの。

進学奨励金
　　　予算額：１６００万円

※　上記の事業の他にも、長芋のＡ品率を向上させるため、農業者に長芋の種子更新への助成や畜産農家の

　安定経営とブランド牛の確立を目的として、優良基礎繁殖牛の導入に対する補助事業なども実施されます。

　　また、継続事業としても様々なサービスを行っておりますので、４月に毎戸配付されました『暮らしの

　ガイドブック』や村のホームページなどでご確認ください。

　尾駮レイクタウン北地区を対象とした宅地購入助
成制度（１㎡あたり 3,800 円）および新築助成制
度（1㎡あたり 7,500 円）を維持しつつ、中学生以
下の同居家族一人当たり 20 万円、65 歳以上の同居
家族一人当たり 10万円を加算助成するもの。
　また、村外からの転入世帯には、一律 30万円を補
助するもの。

尾駮レイクタウン北地区分譲促進強化事業予算額：８００万円

分譲促進のため設置している案内板
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ク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プ

　高齢者のために、毎週火曜日と木曜日の２日間、

村内の入浴施設への移動手段として、無料運行バ

スの配車サービスを行うもの。

高齢者無料入浴バス運行事業
　　　　　　　　　　　約２３００万円

　70歳以上を対象に、村内の入浴施設の利用料を

無料にしていることから、その利用実績に応じた

金額を施設管理者に支払うもの。

高齢者入浴施設利用補助事業
　　　　　　　　　　　約１３００万円

　本年８月の開所に向け、施設周辺の外構・植栽

工事および医療情報システム整備などを行うもの。

（仮称）総合医療福祉施設整備事業
　　　　　　　　　　　　　約６７００万円

本年８月の開所予定の地域医療センター

福 祉

　経済的な理由により就学が困難な方へ資金を貸

与する制度で、①高等学校は月額 15000 円、②専

門学校月額 3万円以内、③短期大学などは月額 5

万円、④大学は月額 7万円、⑤大学院は月額 10万

円を限度に貸与するもの。

奨学資金貸与事業　約６０００万円

　屋内温水プールを新設するために、土地の購入

などを行うもの。

屋内温水プール整備事業
　　　　　　　　　約１億４４００万円　老朽化した総合運動公園内の第３球場の照明灯

６基を改修するもの。

総合運動公園第３球場照明灯改修事業
　　　　　　　　　　　　　約７５００万円

照明灯が改修される第３球場

教 育

　中学生 18 人をアメリカに、小学生 14 人をオー

ストラリアに派遣し、ホームステイなどの体験学

習を行うもの。

小中学生海外体験学習事業　約２６００万円

　尾駮小学校および第二中学校のパソコンを更新

するもの。

教育用パソコン購入事業
　　　　　　　　　　　約３１００万円

生活に直結する事業をチェック生活に直結する事業をチェック

屋内温水プール完成予想図
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ク ロ ー ズ ア ッ プク ロ ー ズ ア ッ プ

防 災

　防災行政用無線の老朽化に伴い、同施設の固定
系親局、屋外子局４０局、遠隔制御局などをデジ
タル方式に更新するために工事するもの。各家庭
に整備している戸別受信機は、来年度以降に更新
する予定。

防災行政用無線施設更新整備事業　　　
　　　　　　　　　約３億４０００万円

　津波などが発生した際の避難路として活用され
る泊地区の階段路に照明を設置するもの。

急傾斜地階段路夜間照明設置工事　
　　　　　　　　　　　　約３２０万円

　村内の生活道路で、暗くて通行に支障のある場
所や防犯上不安視される箇所などに、新たに防犯
灯を設置するもの。

防犯灯新設等整備事業　７８０万円

夜間照明が設置される泊中学校東側の急傾斜地階段路

　地域の消費拡大を図るため、商品券 1万 2千円
分を 1万円で販売し、その差額分を助成するもの。

消費拡大助成補助金事業　６５０万円

　尾駮沼北側周辺の環境整備を行うため、具体的
な設計を行うもの。

尾駮レイクサイドパーク整備事業
　　　　　　　　　　　約６０００万円

　既存施設の老朽化に伴い、２７年３月末の完成
に向け、建設工事を行うもの。

泊地区製氷・貯氷施設整備事業
　　　　　　　　　　約１５億２０００万円

新しい製氷・貯氷施設の完成予想図

産 業

環境整備が計画されている尾駮沼北側

　太陽光発電設備を設置する村民に対して、
２４万円を上限に１キロワットあたり４万８千円
を助成するもの。

住宅用新エネルギー設備導入支援事業　　　
　　　　　　　　　　　　　　　４８０万円

　冬期間の交通確保のため、村内の村管理路線の
除雪や凍結防止剤の散布をを行うもの。

除雪対策事業　　約２億円

　村の分別収集計画に基づき、村内全域のごみ収
集所に出された家庭ごみを、クリンペア・はまな
すおよび一般廃棄物最終処分場に運搬するもの。

家庭ごみ収集運搬業務委託　約６０００万円

生 活

平成 26 年度の注目事業平成 26 年度の注目事業
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議案審議
条 例 等

　

施
設
の
管
理
お
よ
び
運
営
を
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
行
わ
せ
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
、

今
回
の
改
正
で
は
、
販
売
す
る
堆
肥
を
こ
れ
ま

で
重
量
単
位
と
し
て
い
た
も
の
を
容
積
単
位
に

変
更
し
た
も
の
。

　

同
施
設
で
作
っ
た
堆
肥
の
販
売
価
格
は
次
の

と
お
り
。

有
機
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

袋
詰
堆
肥
（
２
０
Ｌ
）

袋
詰
堆
肥
（
３
０
Ｌ
）

堆　
　

肥

種　
　

類

１　

袋

１　

袋

１
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

数　
　

量

     

３
２
０
円

     

３
６
０
円

３
，
０
０
０
円

金　
　

額
青森きゅう肥品評会で優秀賞を受賞（左が 30L、右が 20L）

　

老
朽
化
し
た
「
泊
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」

と
「
平
沼
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」
を
廃
止
す

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

　

24
年
２
月
の
雪
害
に
よ
り
、
出
戸
地
区
に
あ

る
野
菜
セ
ン
タ
ー
が
倒
壊
し
た
こ
と
か
ら
、
同

施
設
を
廃
止
す
る
も
の
。

　

村
内
の
戸
鎖
お
よ
び
倉
内
地
区
の
へ
き
地
保

育
所
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
廃

止
す
る
も
の
。

　

同
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、
両
地
区
の
乳
幼
児

は
、
尾
駮
保
育
所
お
よ
び
平
沼
保
育
所
に
統
合

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
さ
れ
る
長
芋
洗
浄
選
別
貯
蔵
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
名
称
お
よ
び
指
定
期
間

　

六
ヶ
所
村
長
芋
洗
浄
選
別
貯
蔵
施
設

　

26
年
４
月
１
日
〜
31
年
３
月
３
１
日
（
５
年

間
）

　

指
定
管
理
者

　

ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合

廃止になった戸鎖へきち保育所

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
は
、
村
の
公
共
施
設

の
う
ち
民
間
事
業
者
な
ど
に
管
理
・
運
営
を
委

ね
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
コ
ス
ト
削
減

が
期
待
で
き
る
施
設
を
包
括
的
に
代
行
さ
せ
る

も
の
で
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
本
年
４
月
か
ら
供
用
開

指　

定　

管　

理

集荷した長芋を同施設で洗浄する様子

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
条
例
の
一
部
改
正

野
菜
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

へ
き
地
保
育
所
条
例
の
廃
止
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議案審議
補正予算

補　　正　　後

１７２億９１０１万５千円

１１億４５１１万円　　

６６５３万円　　

７億４２８５万５千円

９億５０９４万円　　

２１８６万２千円

１億６８５４万６千円

３億５８２６万８千円

７０６４万１千円

４０６０万２千円

４億　３２２万２千円

補　　正　　額

▲６億　２１２万２千円

▲９１８１万９千円

１５０万４千円

▲４２４万２千円

５７３４万６千円

▲３３４０万円　　

▲１６０４万８千円

▲１２００万円　　

▲２０万円　　

▲６０万円　　

▲７０万円　　

補　　正　　前

１７８億９３１３万７千円

１２億３６９２万９千円

６５０２万６千円

７億４７０９万７千円

８億９３５９万４千円

２５２０万２千円

１億８４５９万４千円

３億７０２６万８千円

７０８４万１千円                 

４１２０万２千円

４億　３９２万２千円

会　　計　　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険特別会計
（尾駮施設勘定）

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

定住促進特別会計

土地区画整理特別会計

水道事業会計
（資本的支出）

農業集落排水事業会計
（収益的支出）

農業集落排水事業会計
（資本的支出）

水道事業会計
（収益的支出）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
、
民
生
費
に

生
活
弱
者
世
帯
な
ど
で
住
民
税
非
課
税
世
帯
を

対
象
に
灯
油
購
入
助
成
金
を
計
上
し
、
農
林
水

産
業
費
に
は
、
長
芋
洗
浄
選
別
・
貯
蔵
施
設
事

業
の
確
定
に
よ
る
減
額
の
ほ
か
、
各
事
業
の
実

績
な
ど
に
基
づ
き
所
要
の
予
算
措
置
を
講
じ
た

も
の
で
、
歳
入
は
、
村
税
に
法
人
税
な
ど
の
増

収
に
よ
る
追
加
計
上
し
、
歳
出
の
減
額
に
よ
る

剰
余
金
を
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
戻
し
調
整
を

行
っ
た
結
果
、
６
億
２
１
２
万
２
千
円
を
減
額

し
、
１
７
２
億
９
１
０
１
万
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
を
は
じ
め
と
す
る
７
特
別
会
計
お
よ
び
水

道
事
業
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
３
企
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
年
度
末
の
精
査
に
伴
う
所
要
の
予

算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容

住民税非課税世帯を対象に

灯油購入助成に
　　　　７３７万円追加

平成 25年度各会計補正予算の状況

　

当
事
業
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
25
年
度

は
、「
65
歳
以
上
の
世
帯
」、「
生
活
保
護
世

帯
」、「
母
子
・
父
子
世
帯
」、「
重
度
身
障
者

世
帯
」
を
対
象
に
、
灯
油
等
購
入
助
成
金
と

し
て
１
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
の
受
付
け
を

し
、
４
月
末
に
は
４
８
８
世
帯
に
給
付
し
、

当
助
成
事
業
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

灯
油
等
購
入
助
成
事
業
の
概
要
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釣
り
に
よ
る
調
査
、
遠
隔
水

中
カ
メ
ラ
調
査
や
魚
群
探
知

機
調
査
な
ど
の
方
法
が
あ

り
、
16
年
度
に
設
置
し
た
魚

礁
を
撮
影
し
た
映
像
で
は
、

周
辺
の
砂
地
で
は
見
え
な
い

魚
影
が
、
魚
礁
で
は
ソ
イ
、

ア
ブ
ラ
メ
な
ど
の
稚
魚
、
成

魚
が
多
数
生
息
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

村
内
の
漁
獲
量
は
９
年
か
ら

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
近

年
、
海
水
の
高
温
化
な
ど
に

よ
る
海
洋
環
境
の
変
化
が
全

国
的
レ
ベ
ル
で
発
生
し
、
本

村
沿
岸
漁
業
の
主
力
で
あ
る

ス
ル
メ
イ
カ
漁
と
秋
サ
ケ
漁

の
総
体
的
漁
獲
量
の
減
少
は

漁
業
経
営
に
影
響
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
魚
礁

の
整
備
や
荷
揚
げ
施
設
の
整

備
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
つ
く
り
育
て
る
漁

業
を
基
本
と
し
て
、
毎
年

10
万
匹
を
超
え
る
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
放
流
と
収
益
性
の
高
い

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流

を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

泊
地
区
の
コ
ン
ブ
の
養
殖

事
業
が
５
年
目
と
な
り
、
コ

ン
ブ
の
胞
子
の
拡
散
に
よ
り

海
の
森
を
形
成
す
る
な
ど
、

磯
根
資
源
の
増
大
に
も
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
17

年
度
に
村
独
自
で
ふ
化
場
可

能
性
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

検
証
を
青
森
県
に
依
頼
し
た

が
、
１
，
５
０
０
万
匹
の
生

産
規
模
の
施
設
に
対
し
、
地

下
水
の
不
足
、
低
水
温
、
さ

ら
に
は
運
営
費
の
補
助
が
見

込
め
な
い
な
ど
の
指
摘
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
送
っ
て

き
た
。

　

現
在
は
馬
門
川
、
老
部
川

お
よ
び
市
柳
川
の
３
河
川
で

サ
ケ
の
稚
魚
そ
れ
ぞ
れ
50
万

匹
ず
つ
計
１
５
０
万
匹
の
放

流
を
、
地
元
小
学
生
の
水
産

教
室
を
兼
ね
て
毎
年
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
良
質
な
稚
魚
育
成

の
た
め
、
泊
漁
協
と
海
水
漁

協
で
合
計
１
５
０
万
匹
の
海

中
飼
育
を
実
施
し
、
よ
り
大

き
く
成
長
さ
せ
放
流
す
る
こ

と
で
、
回
帰
率
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

有
効
な
手
段
と
し
て
継
続
し

て
参
り
た
い
。

　

今
後
は
、
河
川
水
を
活
用

し
た
環
境
に
優
し
く
、
簡
易

で
工
夫
さ
れ
た
施
設
の
整
備

が
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、
様
々
な
面
か
ら
調
査
し

て
参
り
た
い
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
昭

和
52
年
の
角
形
魚
礁
を
は
じ

め
と
し
、
ジ
ャ
ン
ボ
礁
、
ヤ

リ
イ
カ
礁
な
ど
の
各
種
魚
礁

を
、
お
も
に
泊
沖
と
出
戸
沖

に
整
備
し
て
き
た
。
人
工
魚

礁
は
天
敵
か
ら
身
を
守
る

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
小
魚
が

住
み
着
く
こ
と
に
よ
り
、
水

産
資
源
の
保
護
と
増
殖
に
効

果
の
あ
る
施
設
で
あ
る
。
そ

の
効
果
は
、
数
字
で
あ
ら
わ

す
こ
と
が
難
し
い
も
の
の
、

一般質問

髙
橋　

文
雄 

議
員

漁業振興対策をどのように考えるか問

これまで行ってきた事業を
　　　　　　　　　　継続して参りたい

答

　

漁
業
振
興
対
策
に
つ
い

て
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

⑴
漁
獲
量
の
減
少
は
、 

漁
業

　

者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に

　

係
る
す
べ
て
の
業
種
に
影

　

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

　

漁
獲
量
の
増
大
に
向
け
た

　

具
体
的
な
振
興
策
を
示

　

せ
。

⑵
漁
業
振
興
対
策
調
査
の
た

　

め
平
成
18
年
度
に
北　

海

　

道
標
津
町
な
ど
の
さ
け
・

　

ま
す
ふ
化
場
を
調
査
し
た

　

が
、
ふ
化
場
建
設
に
つ
い

　

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

　

る
の
か
。

⑶
沿
岸
海
域
に
、
魚
類
の
繁

　

殖
を
目
的
に
人
工
漁　

礁

　

を
整
備
し
て
き
た
が
、
そ

　

の
効
果
は
ど
う
か
。

老部川上流に鮭の稚魚を放流する尾駮小学校の児童
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一般質問

問　

地
域
交
流
ホ
ー
ム
の
脱
衣
所
の
改
修
を
行

　
　

う
べ
き
で
は
な
い
か

答　

構
造
上
の
制
約
も
あ
る
が
、
村
民
の
利
用

　
　

し
や
す
い
施
設
と
し
た
い

問　

地
域
交
流
ホ
ー
ム
の
浴

場
施
設
は
、
老
人
の
入
浴
料

無
料
制
度
な
ど
に
よ
り
利
用

者
が
増
加
し
て
い
る
が
、
脱

衣
所
が
狭
い
こ
と
か
ら
混
雑

が
常
態
化
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
、　

早
急
に
脱
衣
所
の
改

修
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

答　

地
域
交
流
ホ
ー
ム
は
、

村
民
の
交
流
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
お
よ
び
文
化
活
動
の
場
を

提
供
し
、
村
民
の
社
会
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
12
年
４
月
に
供

用
開
始
し
て
い
る
施
設
で
あ

る
。

　

そ
の
後
、
浴
場
の
利
用
時

間
延
長
の
要
望
を
受
け
閉
館

時
間
を
午
後
９
時
ま
で
と
す

る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

近
年
は
、
年
間
３
万
人
前
後

の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
に
、
火
曜
日
は
泊
地
区

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
浴
場

が
休
業
日
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
変
混
雑
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
施
設
は
、
供
用
開
始
か

ら
14
年
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
26
年
度
に
は
全
面

的
な
改
修
工
事
に
向
け
た
実

施
設
計
を
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

脱
衣
所
の
改
修
に
は
構
造

上
の
制
約
も
あ
る
が
、
村
民

が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な

る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
。

全面的な改修に向け調査する地域交流ホーム

答　

地
震
・
津
波
な
ど
の
自

然
災
害
を
は
じ
め
、
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住

民
の
避
難
や
救
援
物
資
の
輸

送
な
ど
、
住
民
の
安
全
と
安

心
確
保
の
た
め
の
様
々
な
防

護
措
置
活
動
に
道
路
整
備
は

最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

ご
指
摘
の
路
線
は
、
東
通

原
子
力
発
電
所
で
の
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
本
村
の
最

大
集
落
で
あ
る
泊
地
区
住
民

に
加
え
、
東
通
村
か
ら
の
避

難
者
が
唯
一
利
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
国
道
３
３
８
号
に

避
難
車
両
が
集
中
す
る
こ
と

で
緊
急
車
両
な
ど
の
通
行
に

支
障
を
生
じ
る
こ
と
や
、
津

波
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る

通
行
遮
断
で
集
落
が
孤
立
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
重
要
性
・
必
要
性
を

十
分
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

村
で
は
、
国
・
県
に
対
し
、

国
道
３
３
８
号
の
整
備
促
進

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し

て
対
応
し
て
き
た
ほ
か
、
全

国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

村
協
議
会
、
市
町
村
長
会

議
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
道
国
道

３
３
８
号
整
備
促
進
期
成
会

な
ど
を
通
じ
て
避
難
道
路
の

整
備
を
要
望
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
原
子
力
災
害
へ
の

対
応
と
災
害
に
強
い
交
通
網

を
確
立
す
る
た
め
、
県
道
泊

陸
奥
横
浜
停
車
場
線
を
通
年

通
行
が
可
能
な
路
線
と
し
て

早
急
に
整
備
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
趣
旨
に
、
25
年
５
月

に
本
村
と
横
浜
町
お
よ
び
東

通
村
の
３
カ
町
村
で
県
道
泊

陸
奥
横
浜
停
車
場
線
整
備
促

進
協
議
会
を
設
立
し
、
県
知

事
に
要
望
書
を
提
出
し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

一
方
、
万
が
一
の
災
害
に

備
え
た
避
難
道
路
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
現
在
あ
る
農

道
な
ど
を
可
能
な
部
分
か
ら

整
備
し
て
い
く
と
の
基
本
的

考
え
か
ら
、
集
落
の
あ
る
地

区
を
優
先
し
て
、
石
川
地
区

農
道
を
26
年
度
か
ら
27
年
度

で
整
備
す
る
予
定
で
、
他
の

部
分
は
順
次
整
備
を
検
討
し

て
参
り
た
い
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民
の
さ

ら
な
る
安
全
安
心
の
構
築
の

た
め
、
関
係
機
関
へ
の
要
望

活
動
を
継
続
し
、
早
期
整
備

に
向
け
て
引
き
続
き
最
優
先

課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
努

力
し
て
参
り
た
い
。

問　

泊
・
尾
駮
間
の
道
路
整
備
を
ど
の
よ
う
に

　
　

考
え
る
か

答　

最
優
先
課
題
と
位
置
付
け
、
努
力
し
て
い

　
　

く

問　

泊
か
ら
尾
駮
ま
で
の
区

間
は
国
道
３
３
８
号
の
基
幹

道
路
が
あ
る
だ
け
で
、
大
規

模
な
災
害
に
よ
っ
て
道
路
が

寸
断
さ
れ
た
と
き
に
は
迂
回

道
路
も
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

震
災
以
降
、
飲
料
水
の
確

保
、
非
常
電
源
の
対
策
、
緊

急
通
報
の
迅
速
化
な
ど
に
つ

い
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
泊
・
尾
駮
間
の
避
難

道
路
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ

に
整
備
し
た
実
績
が
見
当
た

ら
な
い
。

　

道
路
整
備
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
村
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２８号（12）

６月定例会会期日程（案）
日　　　程 月　 日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第 １日目 ６月 ６日（金） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、
委員会付託　　　　　　 　

第 ２日目 ６月 ７日（土） 休日休会

第 ３日目 ６月 ８日（日） 休日休会

第 ４日目 ６月 ９日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第 ５日目 ６月 10 日（火） 休　　会 常任委員会※1

第 ６日目 ６月 11 日（水） 休　　会 特別委員会※1

第 ７日目 ６月 12 日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第 ８日目 ６月 13 日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※議会の日程は、変更されることがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
３月定例会の傍聴人は 56人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

※１　各委員会の開催時間などについては、決まり次第、ホームページでお知らせします。

村のスポーツ賞などを受賞した泊中陸上部員村のスポーツ賞などを受賞した泊中陸上部員
　　　　　　　　　　　　　　（本年２月撮影）　　　　　　　　　　　　　　（本年２月撮影）

　

議
会
だ
よ
り
28
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
大
規
模
な
建
設
工
事

が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
１
７
０
億
円
を
超
え
る

大
型
予
算
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

26
年
度
当
初
予
算
は
、｢

子
育
て

支
援｣

や
「
定
住
促
進
」
に
重
点

を
置
い
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

消
費
税
増
税
に
よ
る
家
計
へ
の
不

安
な
ど
か
ら
、
３
月
末
に
は
ま
と

め
買
い
す
る
消
費
者
の
行
動
が
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
村
の

新
た
な
取
り
組
み
が
家
計
の
不
安

解
消
と
な
り
、
将
来
的
に
は
出
生

率
の
向
上
や
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

住
み
続
け
た
い
六
ヶ
所
村
、
住

ま
せ
た
い
六
ヶ
所
村
を
目
指
し
、

み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
が
大
事
な
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

本
誌
面
で
は
、
泊
中
学
校
の
陸

上
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

６
月
20
日
か
ら
上
北
郡
中
体
連
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
の
学
校
も
大

会
に
向
け
て
一
生
懸
命
練
習
に
励

ん
で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
３

年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後
の
中
体

連
で
す
。
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う

に
全
力
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

村
内
全
中
学
校
全
種
目
の
ご
健
闘

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会

　

広
報
委
員
長　

木　

村　

廣　

正

　

同
副
委
員
長　

岡　

山　

勝　

廣

　

委　
　
　
　
　

員　

鳥
谷
部　

正　

行

　

委
　

員　

鳥　

山　

義　

隆

　

委
　

員　

髙　

田　

博　

光

このコーナーでは、村内のスポーツや芸術など様々な活動を紹介していきます。掲載を希望される方は、議会事務局まで連絡ください。

　泊中学校の陸上部は、これまで上北地方中体連夏
季大会で１回、同新人戦で３回の総合優勝をおさめ
ています。
　昨年は、上北地方中体連夏季大会の男子フィール
ド総合優勝、男子共通 400 ｍリレーで優勝を果た
したほか、同青森県大会においては、三浦健太君が
1500 ｍで優勝し、青森県民駅伝大会では六ヶ所村
の代表選手としても活躍しました。　
　そして秋の上北地方中体連新人戦において、男子
フィールド総合３連覇、同青森県大会では赤石晃州
君が走高跳で、上野将馬君が砲丸投でともに２連覇
を果たし、今年の中体連夏季大会に期待が持てる結
果となりました。

　また、砲丸投で優勝した上野君は、昨年、神奈川県
で開催されたジュニアオリンピック陸上競技大会で、
全国第８位の好成績を残し、今後の活躍が楽しみな選
手であります。　
　今年も、中学生のスポーツの祭典ともいえる中体連
夏季大会の季節がやって参りました。
　泊中学校の陸上部は、上北地方での総合優勝は勿論
のこと、青森県の頂点を目指して、日々、練習に励ん
でおります。
　皆さんの温かいご声援をご期待いたします。
（文責　赴任４年目を迎えた泊中陸上部顧問）

氏　　名 種　　目 記　　録

赤 石 晃 州 ２年男子走高跳 　１ｍ７０

上 野 将 馬 ２年男子砲丸投 １１ｍ４８

加 藤 駿 平 共通男子棒高跳 　２ｍ２０

相 内 大 夢 共通男子４種競技 １１５１点

玉 川 漱 太 ２年男子２００ｍ ２４秒５７

昨年の中体連新人戦の優勝者ならびに記録昨年の中体連新人戦の優勝者ならびに記録

赤字は大会記録


